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２
０
２
１
年
４
月
よ
り
多
摩
丘
陵
病
院
整
形
外
科
に

赴
任
し
た
岩
佐
宜
彦
と
申
し
ま
す
。

１
９
８
６
年
に
徳
島
で
生
ま
れ
、
高
校
時
代
は
趣
味
の

釣
り
で
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

医
師
に
な
っ
て
か
ら
も
海
が
好
き
で
体
験
ダ
イ
ビ
ン
グ

で
ウ
ミ
ガ
メ
と
遭
遇
し
た
こ
と
に
感
動
し
、
ダ
イ
ビ
ン

グ
ラ
イ
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
し
、
き
れ
い
な
動
物
や
景
色

を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

現
在
当
院
整
形
外
科
で
は
骨
折
、
外
傷
を
中
心
に
整

形
外
科
全
般
の
診
断
か
ら
治
療
ま
で
を
行
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
化
社
会
に
伴
い
骨
粗
鬆
症
を
お
持
ち
の
患

者
様
も
増
加
し
て
お
り
、
骨
折
の
患
者
様
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

特
に
股
関
節
の
骨
折
（
大
腿
骨
頸
部
骨
折
、
大
腿
骨

転
子
部
骨
折
）
は
当
院
で
の
昨
年
手
術
の
３
～
４
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
受
傷
後
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
や
死
亡
率
上
昇
が
問
題

で
す
。
合
併
症
予
防
と
早
期
日
常
生
活
復
帰
の
観
点

か
ら
、
本
骨
折
の
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
早
期

手
術
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
術
後
は
、
続
け

て
発
生
し
や
す
い
反
対
側
の
大
腿
骨
近
位
部
の
骨
折

や
脊
椎
の
圧
迫
骨
折
の
予
防
の
た
め
、
骨
粗
鬆
症
の

薬
物
治
療
が
必
須
で
す
。

当
院
で
は
、
早
期
手
術
を
始
め
と
し
て
、
術
後
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
骨
粗
鬆
症
治
療
ま
で
多
職
種

で
連
携
し
て
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
か
つ
多
数
の
合
併
症
を
持
っ
た
患
者
さ
ん
が
多
い
た
め
、
治
療
に

は
多
面
的
な
配
慮
が
必
要
で
す
が
、
私
た
ち
は
患
者
さ
ん
の
早
期
日
常
生

活
復
帰
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

・
早
期
手
術
に
向
け
て
の
調
整

入
院
後

早
期
の
手
術
を
目
指
し
て
手
術
予
定
を
組
み
ま
す
。
予
定
手
術

の
合
間
に
手
術
を
入
れ
て
い
く
た
め
、
麻
酔
科
と
手
術
室
ス
タ
ッ
フ
と
で

調
整
を
行
い
ま
す
。

・
実
際
の
手
術
に
つ
い
て

術
後
早
期
に
歩
行
訓
練
が
で
き
る
よ
う
な
手
術
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

骨
折
部
の
固
定
力
が
強
い
最
新
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
人
工
骨
頭
置
換
術
で
は
外
側
ア
プ
ロ
ー
チ
を
使
用
し
術
後
脱
臼
予
防
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

・
術
後
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
骨
粗
鬆
症
治
療

手
術
翌
日
よ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
離
床
訓
練
を
開
始
し

４
日
以
内
の
全
荷
重
立
位
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
患
者
さ
ん
の
骨

粗
鬆
症
を
評
価
し
、
骨
粗
鬆
症
の
薬
物
治
療
を
開
始
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
早
期
手
術
か
ら
再
骨
折
予
防
ま
で
多
職
種
連
携
の
体
制

で
取
り
組
ん
で
お
り
、
昨

年
は
１
７
９
名
の
大
腿
骨

近
位
部
骨
折
の
患
者
様
の

う
ち
２
８
名
が
４
８
時
間

以
内
で
の
手
術
を
受
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
上
半
期
（
２
０

２
２
年
４
月
か
ら
２
０
２

２
年
９
月
）
で
は
大
腿
骨

近
位
部
骨
折
手
術
の
３
５

％
を
４
８
時
間
以
内
に
施

行
し
て
お
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
早
期
日
常

生
活
復
帰
に
向
け
て
今
後

も
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

2017 2018 2019 2020 2021

その他の手術件数

大腿骨近位部骨折手術件数

2017 2018 2019 2020 2021 2022

（4～9月）

受傷後48時間以降手術 受傷後48時間以内手術
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令
和
４
年
９
月
16
日
、
町
田
商
工
会
議
所

に
て
町
田
労
働
基
準
監
督
署
・
町
田
労
働
基

準
協
会
の
共
催
に
よ
る
令
和
４
年
度

全
国

労
働
衛
生
週
間
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
田
市
内
企
業
の
労
務
担
当
者
等
が
多
数

参
加
し
、
当
院
の
看
護
師
長
で
感
染
管
理
特

定
認
定
看
護
師
の
辻
奈
津
美
師
長
が
「
職
場

と
家
庭
内
の
感
染
対
策
」
～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
を
中
心
に
～
と
題
し
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
状
況
、
当

院
の
感
染
予
防
体
制
や
予
防
策
の
説
明
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
成
立
と
標
準
予

防
策
、
日
常
の
ケ
ア
、
換
気
、
密
へ
の
対
策
、

感
染
症
全
般
の
清
掃
、
消
毒
方
法
等
、
今
タ

イ
ム
リ
ー
に
皆
様
が
知
っ
て
お
き
た
い
事
に

つ
い
て
の
講
演
内
容
で
し
た
の
で
、
参
加
さ

れ
た
皆
様
も
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
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２０２２年４月１日より多摩丘陵病院の健康管理部の一員となりました

今泉知子と申します。これまでは一般内科医として臨床に携わってきまし

たため、当然健康管理部でのお仕事は新規の内容も多くまだまだ修行中で

ございます。他の先生方のご指導のもとに地域のみなさまの健康管理・疾

病の助言など少しでもお役に立てますよう努めてまいりたいと思っており

ますのでよろしくお願い申し上げます。

さて近年は健康への意識も高まり日本人の寿命もさらに伸び、長寿大国

となっています。実年齢より体内年齢を若く保ちながら、より有意義な元

気な状態で長生きをする健康寿命をのばすことが大切です。とは言え年齢

を重ねていくと様々な病気を発症するリスクが高まることは当然でありま

す。ではどうすれば健康寿命をのばせるのでしょうか？ 個人的な意見で

すが、まずは定期的に健診をうけることをお勧めします。身体は年齢とと

もに外観をはじめ体内環境も変化してきます。それらの変化を少しでも早

く確認する手段の一つが健診であり、病気の発見や増悪の予防に役立てて

いただきたいと思っています。今や日本人は人生１００年時代と言われて

いますが、あまりよくばらずに元気に歳を重ねましょう、内臓を長持ちさ

せましょうをモットーに健診に努めています。次に２人に１人は「がん」

になる時代と言われている中で、いかに早く「がん」を見つけるかです。

胸部レントゲン検査、腹部超音波検査、便潜血検査、内視鏡検査（上部消

化管）などを中心にしっかり受けていただくことだと思います。また男性

では前立腺、女性では乳腺、婦人科などの疾患にも注意が必要です。最後

は足腰を強く保つことです。すなわち適度な運動を継続し筋力を保つこと

だと思います（２０分前後の少し息があがる運動習慣をお勧めしています）。

多くの方に健診をうけていただき、 日々元気にお過ごしいただけますよ

うお役に立ちたいと思っています。


